






























1995 年から 2005 年までの 10 年間に、200 万人の子ども（18 歳未満）⑵が
武力紛争によって命を奪われ、さらに 600 万人が重度の傷害を負った。2003











⑵　子どもの権利に関する条約第 1 条「この条約の適用上、児童とは、18 歳未満の全て
の者をいう」
⑶　Statement before the Security Council by Olara Otunnu, Under-Secretary-General 
Special Representative of the Secretary-General for Chilren and Armed Conflict, 23 
February 2005, http://childrenandarmedconflict.un.org/statement/23-feb-2005-
security-council/（2014 年 6 月 30 日）
⑷　土佐弘之「世界内戦化と法外な暴力」、『アナーキカル・ガヴァナンス』、御茶の水書
房、2006 年、5 ～ 38 頁、寺谷広司「内戦化する世界と国際法の展開－国際法はテロ
リズムを認識できるか。いかに認識するか－」、『社會科學研究』、 第 59 巻 第 1 号、



























































編『国際関係のなかの子ども』御茶の水書房、2009 年、125 ～ 130 頁参照。地雷によ
る被害者のうち、軍関係者は 15％にとどまる。
⑾　Renee　I. Matos, John B. Holcomb, Charles Callahan, Philip C. Spinella, “Increased 
Mortality Rates of Young Children With Traumatic Injuries at a US Army Combat 
Support Hospital in Baghdad, Iraq, 2004”, Pediatrics, Vol. 122, No. 5, November 2008, 















どもは脆弱である。バクダッドにある第 31 米軍戦闘支援病院（combat 
support hospital: CSH）の、軍関係者および市民すべての患者データベース
（2003 年 12 月～ 2004 年 12 月）に基づく調査によると、病院内での死亡率は、



























は、それを必要とする子どもたちの 10 ～ 20％にしか供給されていない。障
害に応じた教育を受けるためにも費用がかさむ。国連児童基金（UNICEF）
⒁　Shechter, M. and Holter, F., “The Child Amuutee”, Noshpitz, J., ed., The Basic 
Handbook of Child Psychiatry, Vol.1, 1979, New York, Basic Books, Galdson, R,’The 
Burning and Healing of Children’, Psychiatry, 35:57-66, Earl, E., “The Psychological 
Effects of Mutilating Surgery in Children and Adolescents”, Psychoanalytical Study 
of the Child, 34:527-546, quoted from Mona S. Mcksoud, “Assessing War Trauma in 




















12 歳の 364 人を対象とした調査によると、大半の子どもが、両親のうち少
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人の子ども兵（そのうち女子はおよそ 3 分の 1）がいると推定されている25。










ために利用する様子が見られた。Raija-Leena Punamaki, “Concept formation of war 
and peace, Amiram Rvivi, Louis Oppenheimer”, Daniel Bar-Tal ed., How Children 
Understand War and Peace, Jossey-Base Publishers, San Francisco, 1999, p.133.
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Cornell International Law Journal, vol.37, 2004, p.562.
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Wessells, ”A Living Wage: The importance of livelihood in reintegrating former 
child soldiers , Neil Boothby, Alison Strang, and Michael Wessells, A World Turned 
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戦闘員などとして 2 ヶ月～ 3 年間兵士となっていた 39 人の元子ども兵を対
象とした調査によると、全員に心的外傷後ストレス障害（PTSD）の症状が
みとめられた。そのうち、紛争後の生活に適応するのに特に重大な困難があっ
たのは 3 人で、2 年以上兵士だった子どもたちだった33。
元子ども兵だった少女たちは、さらなる苦難に直面する。元兵士が社会に
復帰することを支援するプログラムでは、治安の回復を主たる目的としてい








さ れ た。Neil Boothby, “When Former Child Soldiers Grow Up: The Key to 
reintegration and reconciliation”, Neil Boothby, Alison Strang, and Michael Wessells, 
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ISN/45789/ipublicationdocument_singledocument/d0a1d86a-2054-44eb-adf1-
dc7bb57f2aca/en/2007_Recruitment_Use_Girls.pdf, 2012 年 7 月 12 日閲覧）





子どもは、軽微な病気でも死に至る。1998 年から 2001 年の間に、コンゴ民
主共和国東部の武力紛争において死亡した 250 万人のうち 3 分の 1 は、5 歳




ために前年と比較して、感染症の割合が激増（A 型肝炎約 4 倍、全腸炎約
13 倍、疥癬約 15 倍）したことを示している38。
地方では学校が唯一のしっかりした建造物であることも理由として、攻撃、
占拠、破壊の対象となる。教師は、社会的に影響力があるとみなされるため、
攻撃の対象となる。2006 年 8 月からの 1 年間でアフガニスタンの南部諸州
では、133 件の学校襲撃事件があり、721 校中 384 校が閉鎖された。イラク
では 2005 年に 296 名の教育スタッフが犠牲になり、180 名の教員が殺され、
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危険だと思われれば、子どもでも殺傷した。陸軍 101 空挺師団機関銃手とし











の報告によると、2002 年以来、米国はイラクで 2400 人、アフガニスタンで
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2003 年 4 月にイラクで戦死した 18 歳の若者は、重量挙げのグローブがほし
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間中、妻によるネグレクトの割合は 4 倍、身体的虐待の割合は 2 倍に増加し
た。2001 年 9 月～ 2004 年 12 月までに少なくとも 1 回戦闘地域に派遣され
ている兵士がいる家族に、1,985 件の子どもの虐待が報告されている58。
親を失う子どもたちは、守り育ててくれる存在を失い、心に深い傷を負う。




ンおよびイラクからの帰還米軍兵士のうち PTSD の症状に苦しむ人は 30 万
人に達している60。兵士が戦場で受けた心の傷は、家族にも戦場の疑似体験
をさせることになる。3 ～ 4 歳の子どもが、飛行機やヘリコプターが飛んで
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